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午後１時２７分開会 

 

○事務局（大橋主査） 

 それでは、ただいまより令和４年度第２回ふなばし市民大学校運営協議会を開会いたし

ます。 

 本日は委員の改選後、初めての開催となりますので、本日最初の議事として、会長及び

副会長を選出していただくことになります。会長が選出されるまでの間は、私が議事進行

役を務めさせていただきます。 

 まず、本日の出欠状況についてご報告いたします。本日は、ふなばし市民大学校運営協

議会委員９名に対し９名全員のご出席をいただいております。 

 次に、会議の公開について報告いたします。船橋市情報公開条例第２６条の規定に基づ

き、附属機関及びこれに準ずるものの会議は原則として公開することになっており、本会

議もこれに基づき原則公開となります。また、船橋市附属機関等の会議の公開実施要綱に

基づき、会議終了後おおむね１週間以内に会議の概要を公表し、その後、個々の委員の発

言内容を含めまして、審議経過が明確となるように会議記録を作成し、委員名簿も含めて

市のホームページで公表いたします。そのため、本日は会議を録音させていただきますこ

とをご了承ください。 

 続きまして、傍聴人についてご報告いたします。受付をいたしましたところ、１名から

申し出がありました。 

 それでは、傍聴人の方を入室させてください。 

（傍聴人 入室） 

○事務局（大橋主査） 

 傍聴人の方に申し上げます。傍聴に際しては、お渡ししている注意事項を遵守していた

だきますようにお願いいたします。 

 それでは、議事に入ります。 

 本日の会議の議題は、お手元に配付した次第のとおりです。議題１「委員の委嘱・任命

に伴う会長・副会長の選出について」、議題２「令和５年度の学生募集について」、議題３

「その他」とし、この順で進めていきたいと思います。 

 それでは、議事に入ります。 

 議題１「委員の委嘱・任命に伴う会長・副会長の選出について」に移りたいと思います。
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会長及び副会長については、ふなばし市民大学校運営協議会要綱第５条第２項の規定によ

り、委員の互選により選出することとなっております。 

 最初に、会長の選出方法についてお諮りいたします。選出の方法は、指名推薦としてよ

ろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○事務局（大橋主査） 

 ありがとうございます。それでは、指名推薦といたしまして、会長としてご推薦いただ

ける委員の方はどなたかいらっしゃいますでしょうか。 

 川田委員、お願いいたします。 

○川田委員 

 この運営協議会の会長を長くお務めいただいている高山委員に会長をお引き受けいただ

いてはいかがかと思います。皆様どうでしょうか。 

○事務局（大橋主査） 

 ありがとうございます。ただいま川田委員から、高山委員に会長をお願いしてはと、ご

推薦いただきましたが、皆様いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○事務局（大橋主査） 

 ありがとうございます。 

 それでは、高山委員に今期のふなばし市民大学校運営協議会の会長をお願いいたします。 

 会長におかれましては、会長席のほうにご案内をさせていただきます。席のご移動をお

願いいたします。 

（高山委員、会長席に移動） 

○事務局（大橋主査） 

 それでは、高山会長、会長ご就任のご挨拶を一言お願いいたします。 

○高山会長 

 ただいま皆様からご推薦いただきました高山でございます。甚だ微力ではございますけ

れども、ふなばし市民大学校運営要綱に沿いまして、いい意味での市民大学校の応援団、

サポーターとして、皆さんと一緒に今後２年間、運営協議会を頑張っていきたいと思いま

すので、よろしくご協力のほどお願いいたします。 

（拍手） 
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○事務局（大橋主査） 

 ありがとうございます。 

 それでは、ふなばし市民大学校運営協議会要綱第６条第１項の規定に基づき、ここより

本日の議事進行につきましては、高山会長にお願いをしたいと思います。高山会長、よろ

しくお願いいたします。 

○高山会長 

 それでは、続きまして、副会長の選出に移りたいと思います。 

 副会長の選出方法についてお諮りいたしますが、選出の方法は、指名推薦としてよろし

いでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○高山会長 

 どなたかご推薦いただけませんでしょうか。 

 では、私のほうから推薦申し上げたいと思います。船橋市いきいき同窓会からご推薦い

ただいております石川委員に副会長をお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○高山会長 

 石川委員、よろしいでしょうか。 

○石川委員 

 はい。 

（石川委員、副会長席に移動） 

○高山会長 

 ありがとうございました。 

 では、石川副会長にも一言ご挨拶を頂戴したいと思います。 

○石川副会長 

 いきいき同窓会の石川と申します。このたびご推薦をいただきまして副会長の任を務め

ていきたいと思います。いきいき同窓会は、市民大学校の卒業後に入会し、今まで市民大

学校で学んだ仲間、学習、それからいろいろな競技大会等を通じて得た交流を引き続き継

続していくということでいきいき同窓会としてあるかと思います。ただ、ここに来て大き

く変貌しておりまして、会員数の減少等、問題も抱えておりますので、市民大学校の課題

共々、いろんな意味で解決できるように努力していきたいと思いますので、よろしくお願
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いいたします。 

（拍手） 

○高山会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、議題１を終了いたします。 

 続きまして、議題２「令和５年度の学生募集について」の議事に入ります。 

 事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局（大橋主査） 

 それでは、議題２「令和５年度学生募集について」、ご説明いたします。資料１「令和

５年度ふなばし市民大学校授業編成（案）」をご覧ください。 

 まず、令和５年度の授業編成についてご説明いたします。上段の表が令和４年度の内容

となっておりまして、下段の表が令和５年度の授業編成（案）となります。 

 令和４年度は、ＪＡいちかわ船橋支店内から総合教育センター内に移転することに伴い

まして、駐車場利用のすみ分けなどを考慮し、校舎を利用する授業は日曜日、月曜日、火

曜日に行うことといたしました。これまで授業を行っていなかった日曜日に授業を行うこ

とにより、これまで平日には参加できなかった世代の方にもご参加いただけるかもしれな

いという期待感を持っておりましたが、１８歳から４９歳の学生の全体に占める割合は、

いきいき学部で２．４％、まちづくり学部で１０．８％と令和３年度に比べるといずれも

増加したものの、大幅な増加とはなりませんでした。 

 一方、今年度の学生からは、「家の用事などが日曜日に入ることが多く、毎週日曜日を

市民大学校の授業に取られてしまうと、なかなか参加するのが大変」、「平日の授業に戻し

て欲しい」といったご意見を頂戴しているところで、同様のご意見は、前回、前々回のこ

ちらの運営協議会でも頂戴しているところでございます。 

 これらを踏まえまして、今年度、日曜日に行っていた授業４コマを、令和５年度は平日

に行うこととし、水曜日の午前にボランティア養成学科、木曜日にくらしの教養学科、午

前中に１、午後に２、金曜日の午前に生涯学習コーディネーター養成学科の授業を行いま

す。また、総合教育センターでは、夏休み期間を除いて午後に教職員の研修や会議が行わ

れることが多いことから、市民大学校の授業を極力午前中に実施をすることで、総合教育

センターの行事との重複を避け、駐車場が混雑しないように調整を図ってまいります。 

 次に、定員の見直しについてご説明をいたします。新型コロナウイルス感染症の感染防
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止対策の関係で、令和４年度の学生募集の際に、くらしの教養学科の定員を６０人から、

こころとからだの健康学科の定員を５０人から、いずれも３０人に変更しておりますが、

感染対策をした場合でも３６名の対応は可能であることから、月曜日のこころとからだの

健康学科と木曜日のくらしの教養学科の定員を３６名に変更いたします。 

 次に、特別講座についてご説明いたします。今年度のライフデザイン学科については、

オンラインでの授業として募集をしたところ、出願者が１５名に満たなかったため休講と

なっております。令和５年度の授業については、オンライン開催では応募人数が芳しくな

いこと、あとは、学生間の横のつながりをつくることがオンラインでは難しい、こういっ

た理由から対面形式での授業の開催を希望しておりましたが、講師側との折り合いがつか

なかったため、ライフデザイン学科とは別な形で特別講座を開催したいと検討しておりま

す。現在のところ、メインとなるターゲットを仕事をしている世代に設定しまして、今年

度開催した市民スマホコンシェルジュ養成講座のような全５回程度のコンパクトな内容と

すること、市内在住の方だけではなく、市内在勤・在学の方も応募できるような方向で検

討しております。内容につきましては、固まりましたらまたご報告をさせていただきます。 

 これら定員の変更などを踏まえまして、ふなばし市民大学校運営要綱も一部改正をする

予定でございます。 

 次に、令和５年度学生募集のスケジュールについてご説明をいたします。資料２「令和

５年度学生募集について」をご覧ください。 

 例年どおり、広報ふなばし１２月１日号において学生募集及び学部学科説明会の記事を

掲載予定となっておりまして、同日１２月１日より受付を開始、出張所や公民館、図書館

などの各施設で入学案内・願書及び案内のパンフレットを配布いたします。願書の提出は

翌年１月２３日まで受付をいたします。そして、締め切り後、応募者が多数いる学科・ク

ラスがあった場合には、２月１日に公開抽選会を行い、入学者を決定し、２月中旬に出願

者へ結果を通知する予定でございます。 

 なお、公開抽選会については、運営協議会委員の方といきいき同窓会の方、数名に市民

代表として立会人を依頼させていただいておりますので、その際にはご協力をお願いいた

します。 

 次に、定員に満たない学科があった場合に、二次募集を行います。広報ふなばし２月１

５日号で、募集する学科・クラスをお知らせし、同日２月１５日より受付を開始、３月８

日まで受付を行う予定でございます。その後、公開抽選会を３月中旬頃に行いまして、出



 6 

願者への結果の通知を３月下旬に行う予定でございます。 

 議題２「令和５年度の学生募集について」のご報告は以上となります。 

○高山会長 

 ありがとうございました。 

 ただいまの議題２「令和５年度の学生募集について」、質問、ご意見等がありましたら

お願いいたします。 

 よろしいですか。それでは、議題２を終了いたします。 

 続きまして、議題３「その他」について、何か事務局からありますでしょうか。 

○事務局（大橋主査） 

 事務局からは特にございません。 

○高山会長 

 それでは、本日の議題は全て終了いたしました。 

 今回の全ての議事を通じまして、何か質問がございますか。 

○社会教育課長 

 今、大橋から授業編成の案をご説明させていただきましたので、この後、副学長、学長

に持っていって、正式に決定していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 途中でも何かお気づきの点等ありましたら、事務局のほうに遠慮なく言っていただけれ

ばと思いますので、お願いいたします。 

○高山会長 

 せっかくの機会ですから、何かほかにございませんか。 

○石川副会長 

 では、よろしいですか。 

○高山会長 

 どうぞ。 

○石川副会長 

 前回の協議会に参加させてもらいまして、学生さんにアンケートを取られた内容につい

てご説明をいただいたのですが、いきいき学部とまちづくり学部の差異といいますか、い

きいき学部におきましては在学中の満足度というのが半分以下という結果が出ていたとい

うことをお聞きしました。一方、まちづくり学部さんは８０％弱の満足感をいただいてい

るということで、いきいき学部とまちづくり学部の学生さんの人数も随分違いますけれど



 7 

も、かなり格差があるなというのを前回の協議会で私ちょっと感じました。 

 いきいき学部のカリキュラムの問題とか人数の問題だとか、それから再入学者が多いの

ではないかということも前から言われているのですが、そういうような課題がいくつか含

まれているのではないかなと思います。今日ということではないかもしれませんが、もう

少しその内容について、私は突っ込む意味があるのではないかと感じましたので、問題提

起ということです。あまりにも差が大きいのと、半分以下の人しか満足を得ていないとい

うのが現実にあったわけですので、そのままで終わらすのではなく、少し課題として検討

が必要ではないかなと思いましたので、発言させてもらいました。 

○高山会長 

 ただいまの石川副会長のご意見に、何か事務局ございますか。 

○事務局（大橋主査） 

 前回の会議で報告させていただいたとおり、いきいき学部全体の学生の満足度が低いと

いうお話を今いただいたのですが、恐らく割合が低くなった要因としては、いきいき学部

は仲間づくりなどをやる学部でもございまして、新型コロナの状況でなかなかクラス会や

レク活動などの仲間づくりの部分がうまくできなかった、そういった影響も大きかったの

ではないかなと考えております。 

○高山会長 

 まちづくり学部のほうもそうですよね。みんなマスクで、マスク取った顔が分からない

わという方が多いので、生きがいづくり、地域づくりにとっても、なかなか難しい時期に

なっています。その辺は今の時代にふさわしい対応をしていかなければいけないかなと思

っています。 

○社会教育課長 

 副会長のほうからも何かご提案があれば、この会議体とは別にカリキュラム編成会議と

いうものを持っておりますので、またそちらのほうでもそういう意見を取り上げさせてい

ただきますし、必要であれば石川委員にも来ていただいてご意見を言っていただくという

こともできます。何かご提案があれば教えていただければと思いますので、事務局のほう

によろしくお願いいたします。 

○高山会長 

 ほかによろしいですか。 

 山須委員。 
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○山須委員 

 先ほど授業編成が決定されましたけれども、これはもう一般の人に、今度、金曜日にな

ったとか火曜日になったという話をしてもよろしいのでしょうか。 

○事務局（大橋主査） 

 一般の方には、１２月１日号の広報紙などでお知らせをいたしますので。 

○山須委員 

 では、それまでは。 

○事務局（大橋主査） 

 はい。そこからという形にさせていただきたいと思います。 

○山須委員 

 分かりました。 

○高山会長 

 ほかによろしいですか。 

 それでは、これをもちまして質疑を終了いたします。 

 本日の議事は全て終了いたしました。 

 本日の議事録の署名は、山口委員及び川田委員にお願いいたしたいと思います。よろし

いですか。 

（両委員 了承） 

○高山会長 

 以上をもちまして、令和４年度第２回ふなばし市民大学校運営協議会を閉会いたします。 

 傍聴人の方はご退席願います。 

（傍聴人 退席） 

○高山会長 

 それでは、事務局に司会をお返しします。 

○事務局（大橋主査） 

 高山会長はじめ委員の皆様、本日の審議お疲れさまでした。ありがとうございました。 

 先ほど会長からご指名がございました署名委員のお二人には、後日、原稿案が出来次第、

依頼をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 次回の会議の開催予定についてご連絡をさせていただきたいと思います。次回、令和４

年度第３回ふなばし市民大学校運営協議会の開催につきましては、令和５年３月の下旬頃
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を予定しております。二次募集が３月８日まで行っている関係で、皆様お忙しいと思いま

すが、下旬ですと数字が固まりつつございますので、現時点では３月下旬ということでお

知らせをさせていただきたいと思います。詳細につきましては後日お知らせをさせていた

だきますので、よろしくお願いいたします。 

 事務局からの連絡事項は以上でございますが、１件だけお知らせがございます。 

○事務局（木内主任主事） 

 １２月１０日に学部学科説明会を予定しております。こちらは各学科のご紹介のほか、

卒業生がどういった活動をしているのかということについて質問があった際にご対応いた

だきたく、コーディネーター連絡協議会様といきいき同窓会様、スポーツと健康を推進す

る会様から毎年派遣をお願いしております。また後日、ご依頼文とともにお願いをいたし

ますので、どなたかご予定をつけていただきますようにご協力お願いいたします。 

○事務局（大橋主査） 

 事務局からの連絡事項は以上でございます。 

 本日は、お忙しい中お集まりいただきまして、ありがとうございました。 

 

午後２時１３分閉会 

 


